
本
史
料
紹
介
は
、
宝
永
四
年

(

一
七
〇
七)

の
堅
田
藩
大
庄
屋
日
記

(『

本
堅
田
村
諸
色
留
帳』

、

以
下

『

留
帳』

と
略
記)

を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
堅
田
藩
大
庄
屋
研
究
会
で
は
、
二
〇
一
一

年
以
降
、『

留
帳』

の
輪
読
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
成
果
の
一
端
と
し
て

『

留
帳』

の
史
料
紹
介

を
継
続
し
て
発
表
し
て
い
る

(�)
。
堅
田
藩
や
堀
田
氏
な
ど
、
基
礎
的
な
事
柄
は
前
稿
を
参
照
さ
れ
た

い
。『

留
帳』

で
は
、
毎
年
行
わ
れ
る
事
柄
以
外
に
も
い
く
つ
か
特
徴
的
な
こ
と
に
つ
い
て
記
載

が
あ
る
。
そ
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

三
月
六
日
に
は
、
高
嶋
郡
小
川
村
と
、
河
内
国
交
野
郡
招
提
村
の
者
が
堅
田
に
滞
在
す
る
こ
と

の
許
可
を
申
請
し
て
い
る
。
理
由
は
眼
病
養
生
で
あ
る
。
ま
た
、
八
月
一
日
に
は
大
溝
藩
の
藩
士

が
眼
病
養
生
で
堅
田
に
滞
在
し
て
い
る
。
遠
方
か
ら
患
者
が
や
っ
て
く
る
よ
う
な
医
師
が
堅
田
に

い
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
な
お
、
他
所
の
者
が
滞
在
す
る
際
に
は
、
領
主
へ
の
届
け
出
が
必
要

で
あ
り
、
留
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
そ
の
届
け
出
書
き
で
あ
る
。

七
月
一
九
日
に
は
、
六
代
将
軍
家
宣
の
次
男
家
千
代
が
一
一
日
に
出
生
し
た
こ
と
が
触
れ
ら
れ

て
い
る
。
二
三
日
に
は
、
堅
田
藩
が
触
を
出
し
、
家
千
代
な
ど
千
代
が
付
く
名
前
を
改
名
す
る
よ

う
に
通
達
し
て
い
る
。
将
軍
の
近
親
者
や
藩
主
な
ど
、
為
政
者
と
名
前
が
重
な
ら
な
い
よ
う
に
配

慮
す
る
こ
と
は
、
江
戸
時
代
に
は
よ
く
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

八
月
二
五
日
に
は
、
本
堅
田
村
の
庄
屋
と
年
寄
が
血
判
を
藩
に
提
出
し
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て

い
る
。
血
判
と
は
、
捺
印
を
す
る
際
に
血
液
を
文
書
に
つ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
誓
約
を
守
る
こ
と

を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
、
熊
野
神
社
が
発
行
し
た
牛
王
宝
印
と
い
う
紙
に
制
約
の
文
言
を
記
し
、

神
に
誓
約
す
る
形
を
取
っ
た
。
武
家
社
会
で
は
、
役
職
に
就
任
す
る
と
役
儀
を
正
路
に
務
め
る
こ

と
を
誓
約
し
た
役
職
誓
詞
を
藩
や
役
所
に
提
出
す
る
。

文
章
が
引
用
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
内
容
は
不
明
で
あ
る
が
、
本
堅
田
村
の
庄
屋
・
年
寄
が
提

出
し
た
も
の
は
、
武
家
社
会
の
役
職
誓
詞
と
同
様
、
庄
屋
・
年
寄
と
し
て
の
勤
め
に
関
わ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
通
常
、
庄
屋
・
年
寄
な
ど
の
村
役
人
が
役
職
誓
詞
を
提
出
す
る
こ
と
は
な
く
、

本
堅
田
村
の
村
役
人
の
位
置
付
け
が
他
村
と
異
な
っ
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
興
味
深
い
事
例

で
あ
る
。

九
月
七
日
に
は
、
本
年
の
重
陽
の
節
句
に
つ
い
て
、
堅
田
藩
の
藩
士
へ
挨
拶
す
る
必
要
が
な
い

こ
と
が
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
重
陽
と
は
五
節
句
の
一
つ

(

九
月
九
日)

で
、
重
陽
の
日
に
挨
拶
を

行
う
こ
と
は
武
家
社
会
で
は
重
要
な
儀
礼
の
一
つ
で
あ
る
。
宝
永
四
年
は
忌
中
の
た
め
重
陽
の
儀

式
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
が
、
忌
中
で
な
け
れ
ば
毎
年
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ

う
し
た
触
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
重
陽
の
儀
式
に
村
役
人
が
出
席
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
在
府
大
名
で
あ
る
堀
田
氏
は
、
堅
田
陣
屋
に
少
数
の
役
人

(

藩
士)

を
配
置
す
る
こ
と
か

ら
、
藩
士
と
藩
領
村
々
の
人
々
と
の
儀
礼
関
係
が
余
り
見
え
て
こ
な
い
な
か
、
貴
重
な
事
例
で
あ

る
と
言
え
よ
う
。

九
月
一
七
日
に
は
、
藩
領
が
税
と
し
て
負
担
し
て
い
る
武
家
奉
公
人
に
つ
い
て
、
人
の
交
代
の

必
要
が
生
じ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
藩
領
の�
川
六
カ
村
適
任
者
を
探
す
こ
と
を
本
堅
田
村
の
喜

兵
衛
が
通
達
し
て
い
る
。
武
家
奉
公
人
は
、
藩
領
村
々
の
調
整
に
よ
っ
て
調
達
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
事
例
で
あ
る
。

一
一
月
一
八
日
に
は
、
年
貢
納
入
に
際
し
て
、
金
や
銀
の
両
替
に
関
す
る
藩
の
公
定
相
場
が
示

東
谷

智
・
鎌
谷
か
お
る
・
栗
生

春
実
・
郡
山

志
保

高
橋

大
樹
・
水
本

邦
彦
・
山
本

晃
子

『

本
堅
田
村
諸
色
留
帳』

(

五)

宝
永
四
年

(二七)

史
料
翻
刻



さ
れ
て
い
る
。
堅
田
藩
の
支
出
の
多
く
は
江
戸
屋
敷
で
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
上
方
の
通
貨
で

あ
る
銀
と
、
江
戸
で
用
い
ら
れ
る
金
の
双
方
が
年
貢
納
入
の
際
に
意
識
さ
れ
て
お
り
、
藩
財
政
の

状
況
の
一
端
を
伺
う
こ
と
が
出
来
る
。

二
〇
二
〇
年
度
以
降
も
堅
田
藩
大
庄
屋
文
書
研
究
会
の
会
員
に
よ
る

『

留
帳』

の
輪
読
を
会
活

動
の
中
心
に
据
え
、
堅
田
藩
・
堅
田
藩
領
関
係
の
基
礎
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い

(�)

。

翻
刻
は
以
下
の
方
針
で
行
っ
た

�、原
則
常
用
漢
字
を
用
い
た
。

�、変
体
仮
名
は
ひ
ら
が
な
に
改
め
た
が
、
而
、
茂
な
ど
書
か
れ
て
い
る
字
体
を
そ
の
ま
ま
用

い
た
も
の
も
あ
る
。

�、注
記
、
傍
注
な
ど
を
適
宜
加
え
た
。

�注�(�)
東
谷
智
・
鎌
谷
か
お
る
・
栗
生
春
実
・
郡
山
志
保
・
高
橋
大
樹
・
水
本
邦
彦
・
山
本
晃
子

｢

史
料
翻

刻

『

本
堅
田
村
諸
色
留
帳』

(

一)

│
元
禄
一
三
年
│｣

(『

甲
南
大
学
紀
要』

文
学
編
一
六
四
号
、
二

〇
一
四)

。
そ
の
後
、
東
谷
ら
七
名
で

『

留
帳』

の
史
料
翻
刻
を
行
い
、
元
禄
一
四
年
を

『

甲
南
大
学

紀
要』

文
学
編
一
六
五
号
、
二
〇
一
五
、
宝
永
元
年
を

『

甲
南
大
学
紀
要』
文
学
編
一
六
六
号
、
宝
永

三
年
を

『

甲
南
大
学
紀
要』

文
学
編
一
六
八
に
発
表
し
た
。
以
下
前
稿
と
呼
ぶ
。

(�)

本
稿
は
、
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費

(

基
盤
研
究�｢
江
戸
定
府
大
名
堀
田
氏
の
所
領
統
治
│
地
域

社
会
と
行
政
機
構
の
相
関
モ
デ
ル
の
構
築
│｣
(

研
究
課
題
番
号
：1

7
K

0
3

1
1

5)

、
研
究
代
表
者
東
谷

智)

の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
な
お
研
究
組
織
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

研
究
代
表
者

東
谷
智

研
究
分
担
者

鎌
谷
か
お
る

平
野
哲
也

研
究
協
力
者

栗
生
春
実

郡
山
志
保

高
橋
大
樹

水
本
邦
彦

山
本
晃
子

�謝
辞�伊

豆
神
社
宮
司
平
野
修
保
氏
、
責
任
役
員
の
み
な
さ
ま
に
は
、
本
研
究
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ま

た
大
津
市
歴
史
博
物
館
に
は
全
面
的
な
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
記
し
て
謝
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。

(

東
谷

智)

甲南大學紀要 文学編 第170号 (2020年 3 月) 歴史文化学科 (二八)



(
表
紙)

｢
宝
永
四
歳

本
堅
田
村
諸
色
留
帳

亥
正
月

｣

御
餝
松
之
覚

酉
ノ
年
ハ
松
三
尺
余
、
弐

尺
余
、
三
餝
根
引
松
十
五

本
、
杭
木
廿
本
ニ
て
代

銀
六
匁
相
渡
し
申
候
事

�、三
階
小
松

八
本高

サ
三
尺
斗
成
ヲ

御
年
徳
・
暦
其
外
何
や
か
や

�、三
階
小
松

弐
本高

サ
三
尺
五
寸

御
具
足
之
立
松

�、根
引
小
松

三
十
五
本

高
サ
六
七
寸�
一
尺�

�、松
杭
弐
拾
本

長
サ
壱
間
斗

末
口
二
寸
三
分
斗

〆
右
衣
川
村
へ
申
遣
ス

�、大
餝
松

三
餝

長
サ
二
間
ニ
而五

階

女
松
と
男
松
と
取
ま
セ

�、中
松

四
餝

長
サ
壱
丈
余
り
成
ヲ

代
十
五
匁
中

一
か
さ
り
ニ
付
弐
匁
弐
分
ツ
ヽ

〆

両
在
地
へ
申
遣
ス

�、中
松
六
餝

長
サ壱

丈
余
り

�、葉
付
竹

五
十
七
本

内
三
寸
四
寸
五
十
本

五
寸
廻
り
七
本

〆代
■
匁

谷
口
江
申
遣
ス

惣
合内

廿
三
匁

舟
ち
ん
ノ
よ
し
ニ
而

伝
右
衞
門
様
被
下
置

〆
テ口

上
之
覚

�、私
甥
伝
吉
と
申
も
の
、
京
都�
旧
冬
罷
越
、
当
分
之
内
私
宅

罷
居
候
、
為
御
断
如
此
ニ
御
座
候
、
又
候
永
ク
罷
在
候
ハ
ヽ
、

御
断
可
申
上
候
、
以
上

亥
正
月
五
日

に
し
宮
丁

喜
兵
衛

印

�、伝
右
衛
門
様�
庄
や
茂
兵
衛
・
八
郎
兵
衛
・
喜
兵
衛
・
年
寄

両
人
御
用
所
へ
被
召
寄
、
鎌
井
弥
太
夫
御
役
義
被
召
上
候
間
、

其
段
町
々
へ
可
申
渡
候
、
当
分
借
り
役
今
井
伝
兵
衛
へ
被
召

(

マ
マ)

付
候
間
、
其
段
相
心
得
申
様
ニ
と
被
仰
付
候
事

亥
正
月
十
三
日

�、御
手
代
様
方
へ
、
キ
兵
衛
・
茂
兵
衛
、
年
寄
両
人
被
召
寄
、

奕
博

(

マ

マ)

其
外
諸
事
か
し
ま
し
き
義
無
之
様
ニ
町
々
へ
申
渡
し
申

様
ニ
と
被
仰
付
、
則
不
残
ふ
れ
申
候
事

正
月
十
四
日

�、宗
旨
帳
面
之
義
、
例
年
之
通
随
分
念
入
相
認
、
頭
印
も
押
、

先
假
と
ぢ
ニ
い
た
し
、
指
出
し
可
仕
申
候
、
尤
寺
印
并
庄
屋
・

年
寄
・
頭
百
性
連
判
斗
残
置
、
来
三
月
十
日�
ニ
差
越
可
被

申
候
、
遅
引
有
間
敷
候
、
以
上

正
月
廿
三
日

木
村
藤
介

田
中
文
内

御
下
中
三
通
ニ
而
廻
ル

�、御
在
所
御
小
人
七
人
、
右
之
御
小
人
一
年
御
給
金
一
両
二
歩

宛
ニ
而
候
、
御
領
分
之
内
被
召
仕
候
間
、
両
郡�
抱
出
し
可

申
候
、
尤
急
々
ニ
村
々
■
予
吟
味
仕
奉
公
人
之
義
、
廿
四
、

五�
三
十
斗
三
十
四
、
五�
之
年
頃
之
者
相
究
、
出
し
可
被

申
候
、
以
上

正
月
廿
日

亀
田
伝
右
衛
門

高
田
仁
右
衛
門

本
堅
田

庄
や
中

右
割
書
之
覚

右
之
通
被
仰
出
候
、
我
々
以
了
簡
両
郡
割
合
ニ
い
た
し
候
、
則

両
高
嶋
ニ
而
三
人
、
志
賀
ニ
而
四
人
ニ
当
り
候
、
御
公
儀�
御

給
金
一
両
弐
分
と
被
仰
出
候
、
然
共
給
金
不
足
故
奉
公
人
有
間

敷
と
存
、
壱
人
ニ
弐
歩
宛
ま
し
可
申
候
、
尤
増
金
郷
割
之
節
打

東谷智・鎌谷かおる・栗生春実・郡山志保・高橋大樹・水本邦彦・山本晃子：『本堅田村諸色留帳』 (五) ……(二九)



出
し
可
申
候
、
御
書
付
之
節
頭
之
者
、
来
月
廿
四
、
五
日
頃�

ニ
御
出
し
可
有
候
、
其
村
々
無
油
断
御
出
し
可
被
成
候
、
以
上

正
月
廿
二
日

本
堅
田
庄
や

茂
兵
衛

市
兵
衛

両
郡
二
通
ニ
而
廻
ス

御
用
之
義
有
之
候
間
、
明
五
日
四
つ
時
分
ニ
、
村
々
庄
屋
・
年

寄
名
書
之
者
、
面
々
印
判
持
可
被
参
候
、
尤
四
つ
時
分
、
堅
田

ヘ
参
着
候
様
ニ
可
被
参
候
、
自
然
名
付
之
者
差
合
候
ハ
ヽ
、
庄

や
ニ
而
も
年
寄
ニ
而
も
、
此
方
へ
罷
越
候
者
右
差
合
申
候
も
の

之
印
判
持
参
可
申
候
、
尤
壱
人
も
欠
不
申
様
ニ
有
度
候
間
、
左

様
ニ
可
被
相
心
得
候
、
以
上

二
月
四
日

亀
田
伝
右
衛
門

高
田
仁
右
衛
門

御
下
志
賀
斗

二
通
ニ
而
廻
ル

右
之
通
た
と
い
年
番
替
り
候
共
、
右
之
名
前
之
者
可
参
候
、
以

上此
廻
状
留
り
之
村�
返
し
可
申
候
、
以
上

猶
々
、
書
■
廻
状
今
夜
中
ニ
可
相
廻
候

亥
年
川
普
請
見
立
差
上
ケ

川
中

六
左
衛
門
田
ノ
頭

�、し
か
ら
ミ

十
間

下
浜

五
右
衛
門
中
二
郎
左
衛
門
田
頭

�、し
か
ら
ミ

十
五
間

下
浜�
彦
右
衛
門
田
ノ
尻

�、し
か
ら
ミ

十
弐
間

川
中�
ほ
こ
ら
ノ
頭��、し

か
ら
ミ

廿
八
間

う
し
て

�、し
や
か
こ

十
二
間
物
三

同�、同
六
間
物
一

の
入

�、同
十
四
間
物
一

同�、同
六
間
物
二

う
す
た

�、し
か
ら
ミ

八
間

同�、し
や
か
こ

八
間
物
二

か
ら
水

�、し
か
ら
ミ

十
間

同�、し
や
か
こ

十
間
物
一

か
ら
水

�、し
や
か
こ

六
間
物
二

な
つ
め
た

�、し
や
か
こ

十
間
物
三

内
ニ
は
ね
二
つ
有

同�、同
六
間
物
壱

と
り
居
前

�、同
十
弐
間
物
二

同�、同
一

十
間
物
二

か
ら
水

�、同
八
間
物
壱

か
ら
水
、
う
す
た
、
あ
い
へ
、
ほ
こ
ら
、
川
中
、
井
戸

�、笠
置

三
百
三
十
間

新
川
筋

大
海
道
石
は
し
ノ
下

�、し
か
ら
ミ

六
間

つ
く
田
五
ヶ
所
ニ
而

�、し
か
ら
ミ

十
五
間

か
み
と
は

�、同
四
間

し
や
か
こ
〆
百
九
十
四
間
■
■
■

(

弐
十
六)

し
か
ら
ミ
〆
百
八
間

笠
置
〆
三
百
三
十
間

右
之
通
内
見
分
仕
、
差
上
ケ
申
候
、
弥
御
検
分
之
上
、
御
普
請

被
為
仰
付
被
下
候
ハ
ヽ
、
可
■
■
候
、
以
上

宝
永
四
年
亥
二
月

本
堅
田
村
庄
や

茂
兵
衛

市
兵
衛

年
寄

彦
右
衛
門

勘
兵
衛

高
田
仁
右
衛
門
様

亀
田
伝
右
衛
門
様

�、宗
旨
帳
之
義
、
先
達
而
申
触
候
通
、
三
月
十
日�
ニ
無
相
違
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指
出
し
可
被
申
候
、
御
急
キ
候
故
重
而
申
遣
し
候
、
遅
引
有

間
敷
候
、
為
其
如
此
ニ
御
座
候
、
以
上

二
月
廿
四
日

木
村
藤
介

田
中
文
内

御
下
中
三
通
ニ
而
廻
ル

�、朽
木
監
物
様

(

定

朝)

御
下
、
同
国
高
嶋
郡
小
川
村
五
郎
右
衛
門
世
忰

亀
と
申
仁
、
今
日�
眼
病
養
生
ニ
、
我
等
方
ニ
被
居
申
候

�、本
田
泊

(

マ
マ)

耆
守
様

(

正

永)

御
下
、
河
内
国
交
野
郡
正
代
村

(

招

提)

半
右
衛
門
娘

小
い
わ
と
申
者
、
今
日
よ
り
眼
病
養
生
ニ
我
等
方
ニ
被
居
申

候
亥
三
月
六
日

市
郎
左
衛
門
後
家

り
ん

稲
葉
四
郎
右
衛
門
人
相
之
覚

�、年
五
十
八
、
九
、
六
十
く
ら
い
ニ
相
見
へ
候

�、か
つ
か
う

(

格

好)

や
せ
か
た
ち
、
せ
い
大
体�
少
高
し

�、ほ
う
か
ま
ち
は
り
、
歯
ぬ
け
、
少
ハ
の
こ
り
有
之
候

�、目
大
て
い
よ
り
少
ほ
そ
く
、
上
ま
ふ
た
少
は
れ
た
ゝ
れ
、
な

み
た
出
候
と
て
ひ
た
も
の
な
て
申
候
事

�、歩
行
之
節
あ
を
む
き
、
身
ふ
り
少
ゆ
る
み
候
様
ニ
相
見
へ
候

�、あ
た
ま
年
の
か
つ
か
う
ニ
相
見
へ
、
う
す
あ
か
く
有
之
候
、

乍
去
一
年
余
り
籠
舎
も
の
ゆ
へ
、
此
節
ハ
か
ミ
を
そ
り
可
申

候
哉
、
不
分
明
候

�、手
足
ふ
つ
つ
か
に
、
久
々
手
錠
・
足
か
せ
入
置
候
へ
ハ
、
う

で
く
び
に
手
錠
の
跡
可
有
之
候
哉
、
尤
足
ニ
も
足
か
せ
の
跡

可
有
之
哉
、
以
上

�、此
人
相
書
之
通
之
者
、
他
所�
参
候
歟
、
或
し
の
び
居
候
ハ
ヽ

捕
置
早
々
注
進
可
仕
候
、
尤
於
村
々
此
書
付
写
置
、
惣
百
姓

江
此
旨
可
申
聞
候
、
若
隠
置
他
所�
相
知
候
ハ
ヽ
、
宿
主
ハ

不
及
申
、
庄
屋
・
年
寄
可
為
越
度
候
条
、
念
入
吟
味
可
仕
候
、

已
上

亀
田
伝
右
衛
門
印

三
月
十
四
日

高
田
仁
右
衛
門
印

右
村
々

無
油
断
相
廻
し
、
留
り
之
村�
戻
し
可
申
候
、
遅
々
申
間
敷

候

覚

�、竹
百
三
本

四
寸

下
在
地
村

五
寸

向
在
地
村

�、小
か
ら
竹
弐
束

右
同
断

�、杭
百
拾
本

覚

�、御
蔵
番
人
之
儀
、
度
々
遅
々
有
之
ニ
付
、
此
度
町
々
組
頭
・

年
寄
相
談
之
上
、
明
晩�
大
中
町�
一
人
、
宮
切
町�
壱
人

ツ
ヽ
互
ニ
い
た
し
相
勤
申
筈
ニ
相
定
候
、
番
賃
之
義
、
一
夜

ニ
五
分
宛
ニ
請
合
申
候

此
上
遅
々
無
之
様
ニ
可
申
付
候
、
尤
暮
六
つ�
罷
出
、
明
ヶ
六

つ�
相
勤
可
申
事

宮
ノ
切
町

亥

五
郎
兵
衛

卯
月
廿
三
日
夜

吉
右
衛
門

大
中
町

次
郎
左
衛
門

若
松
様

(

正

高

子)

京
都
御
旅
宿
江
為
窺
御
機
嫌
、
村
々
庄
屋
・
年
寄
参
上

仕
候
義
、
堅
ク
無
用
ニ
可
仕
候
、
為
其
如
此
ニ
候
、
以
上

卯
月
廿
五
日

亀
田
伝
右
衛
門

高
田
仁
右
衛
門

衣
川
・
千
の
・
赤
塚
へ
も
参
候

本
堅
田
初
・
谷
口
・
中
村
・
沢
村
・
普
門
・
大
野
・
向
在

地
・
下
在
地
、
右
村
々
庄
や
中

(

抹
消)

｢

覚

生
国
ハ
越
前
之

[
]

臼

ふ
ミ
ニ
而
御
座
候
、
近
年

�、毎
々

(

マ
マ)�
此
文
助
と
申
者
、
亥
三
月�
同
九
月�
御
奉
公
ニ
出

シ
申
候
、
此
者
生
国
ハ
駿
州
小
田
切
村
之
者
ニ
而
、
先
祖�

我
等
能
存
候
ニ
付
請
人
ニ
相
立
申
候
、
此
者
若
取
逃
・
欠
落

仕
候
歟
、
又
ハ
如
何
様
之
六
ヶ
敷
儀
出
来
仕
候
共
、
尋
出
シ
、

其
雑
物
ハ
不
及
申
、
本
人
替
り｣

覚

�、前
々�
被
仰
付
候
諸
事
御
法
度
之
趣
、
毎
月
小
百
姓
へ
も
不

残
申
聞
セ
、
急
度
相
慎
可
申
事

�、博
奕
之
義
、
当
二
月
御
下
目
付
衆
御
替
り
之
節
、
御
吟
味
被

仰
付
其
節
ハ
静
ニ
候
所
ニ
、
又
此
比
猥
ヶ
間
敷
由
相
聞
江
申

候
由
、
就
夫
町
々
百
姓
中
一
人
も
不
残
寄
会
い
た
し
、
急
度

相
慎
候
様
ニ
可
仕
之
由
、
得
其
意
ヲ
申
候
事

右
之
通
町
々
ニ
而
毎
月
寄
合
仕
急
度
申
聞
せ
吟
味
可
仕
候
、
此

上
ニ
も
左
様
之
儀
仕
候
へ
て
御
吟
味
ニ
相
申
候
ハ
ヽ
、
何
れ
之

町
ニ
御
座
候
共
、
此
連
判
之
者
共
不
調
法
ニ
可
被
成
候
、
以
上

大
道
町
組
頭
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亥

五
兵
衛(

印)

四
月
廿
八
日

同
町
年
寄

市
郎
兵
衛(

印)

同
断

勘
兵
衛

大
中
町
年
寄

次
郎
左
衛
門(

印)

同
丁

五
郎
右
衛
門(

印)

新
中
町
年
寄

又
十
郎(

印)

同
町
組
頭

善
兵
衛(

印)

東
ノ
切
町
年
寄

次
郎
左
衛
門(

印)

同
町

甚
右
衛
門(

印)

同
町

与
左
衛
門(

印)

同
町

作
兵
衛(

印)

宮
ノ
切
丁

彦
右
衛
門(

印)

同
丁

伊
兵
衛(

印)

宮
切
丁吉

右
衛
門(

印)

同
丁

五
郎
兵
衛(

印)

同
丁

三
郎
左
衛
門(

印)

野
々
内
丁

徳
左
衛
門

同

孫
左
衛
門(

印)

同

助
右
衛
門(

印)

同

清
六(

印)

外
輪
町勘

左
衛
門(

印)

同

次
郎
兵
衛(

印)

宮
ノ
切
町
組
頭

作
右
衛
門(

印)

小
中
町九

右
衛
門(

印)

二
人
組孫

左
衛
門(

印)
釣
猟
師
年
寄

三
郎
右
衛
門(

印)

同

亥

太
兵
衛(

印)

卯
月
廿
八
日

西
ノ
切
丁
年
寄

弥
十
郎(

印)

同

吉
郎
兵
衛

東
猟
師
年
寄

四
郎
右
衛
門(

印)

庄
屋
・
年
寄
中ま
い
る

�、先
達
而
申
渡
候
通
、
其
浦
々
運
上
船
并
田
地
養
船
去
秋�
段
々

相
改
候
、
残
分
小
船
ニ
而
大
津
江
廻
船
難
成
候
付
、
此
度
船

役
人
遠
藤
弥
次
兵
衛
浦
々
江
相
廻
候
間
、
無
遅
滞
様
可
致
候

�、去
秋
申
渡
候
通
、
新
造
又
者
造
替
船
有
之
候
ハ
ヽ
、
早
々
大

津
船
改
役
所
へ
申
通
一
改
請
可
申
候
、
極
印
無
之
船
一
切
通

用
仕
間
敷
候

�、当
亥
年
船
員
数
帳
、
兼
而
増
減
致
吟
味
置
、
如
例
年
相
認
指

出
可
申
候
、
日
限
之
儀
重
而
可
申
遣
候
、
此
状
所
付
下
ニ
致

名
印
早
々
相
廻
シ
、
留
り
ニ
而
役
人
江
可
相
渡
候
、
以
上

亥
四
月
十
七
日

石
原
清
左
衛
門
印

弥
次
兵
衛
殿�
添
書
ノ
写

我
等
儀
、
残
船
印
改
と
し
て
罷
出
候
間
、
浦
々
最
寄
へ
集
船
仕
、

無
遅
々
様
ニ
可
被
致
候
、
船
ニ
而
相
廻
り
候
、
泊
休
諸
色
入
用

此
方�
持
参
申
候
間
、
支
度
有
之
間
敷
候
、
今
廿
一
日
野
洲
郡

木
浜
江
罷
出
、
此
順
ニ
相
廻
り
候
間
、
可
被
得
其
意
候
、
以
上

亥
四
月
十
七
日

石
原
清
左
衛
門
支
配
船
役
人

遠
藤
弥
次
兵
衛
印

浦
々
船
年
寄
中

木
浜
村�
北
郡
駒江�
井州�
百
三
十
八
村
有
、
今
堅
田�
亥
五
月

九
日
ニ
参
候
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(
狭
み
込
み)

｢

覚

�、石
原
清
左
衛
門
殿�
廻
り
壱
通
、
慥
ニ
請
取
申
候
、
以
上

亥
五
月
九
日

お
こ
と
村

本
堅
田
御
役
人
衆
中

茂
兵
へ

(

印)
｣

奉
願
候
口
上
之
覚

�、儀
兵
衛
義
、
去
ル
二
月
初
比
狂
気
仕
候
ニ
付
、
小
家
へ
押
込

置
申
候
、
然
所
ニ
三
月
中
旬
ノ
比�
病
気
ニ
罷
成
、
色
々
療

治
い
た
し
候
へ
共
次
第
ニ
草
臥
、
此
比
ニ
罷
成
薬
食
事
も
被

下
不
申
不
便
ニ
奉
存
候
、
御
慈
悲
ニ
病
中
之
内
本
宅
へ
出
シ
、

養
生
い
た
さ
せ
申
度
奉
存
候
、
尤
昼
夜
共
無
油
断
番
之
仕
可

申
候
、
此
上
ニ
も
油
断
い
た
し
無
調
法
仕
候
ハ
ヽ
、
私
共
い

ヶ
様
共
可
被
仰
付
候
、
為
後
日
願
書
如
此
御
座
候
、
以
上

宝
永
四
年
亥
五
月
十
三
日

年�
号�
月�
日�
新
中
町
儀
兵
衛
兄

九
郎
右
衛
門

同
断

善
兵
衛

一
門

孫
左
衛
門

同
断

安
兵
衛

新
中
丁
年
寄

又
十
郎

庄
や

同
丁
五
人
組

四
人

不
残
四
人

右
之
通
、
兄
弟
両
人
・
一
門
・
町
年
寄
・
五
人
組
連
判
仕
願
申

候
ニ
付
、
則
私
共
立
会
病
人
様
子
見
分
仕
候
処
ニ
、
右
願
書
之

通
相
違
無
御
座
候
、
右
願
之
通
被
為
仰
付
被
下
候
ハ
ヽ
、
忝� 難

有

可
奉
存
候
、
以
上

庄
や

八
郎
兵
衛

亥
五
月
十
三
日

喜
兵
衛

茂
兵
衛

市
兵
衛

田
中
文
内
様

木
村
藤
介
様

�、五
月
十
九
日
ニ
溜
池
ノ
水
ぬ
き
申
候
、
十
一
日�
雨
ふ
り
不

申
候
事

�、於
京
都
若
殿
様
御
疱
瘡
被
成
候
、
依
之
堅
田
中
頭
分
ノ
者
・

御
出
入
之
輩
、
或
ハ
医
者
等
ニ
至�
、
堅
ク
御
見
廻
ニ
参
候

事
無
用
ニ
候
間
、
必
上
京
申
間
敷
候
事
、
御
用
所
ニ
て
庄
や

四
人
へ
被
仰
付
候
事
、
最
寄
ノ
村
々
へ
も
申
遣
候
様
ニ
と
可

被
仰
付
候
事

い
ノ
五
月
廿
四
日

覚

衣
川
渡
り
瀬
ノ
下

�、し
や
か
ご

長
弐
間
半
物

三
つ
重

同
所
少
シ
下

�、同
長
四
間
物

三
つ
重

同
所
ノ
下

�、同
長
三
間
物

壱
つ

野
入
ノ
頭

�、同
長
三
間
物

壱
つ

新
川
み
こ
と
、
つ
く
田
二
ヶ
所

�、し
か
ら
み

長
五
間
、
高
サ
壱
尺
六
寸
斗

右
之
通
内
見
仕
候
、
此
上
被
○ ○

い
ケ
様
共

仰
付
可
被
下
候
、
以
上

亥
五
月
廿
四
日

庄
や八

郎
兵
衛

き
兵
衛

市
兵
衛

高
田
仁
右
衛
門
様

も
兵
衛

亀
田
伝
右
衛
門
様

右
五
口
ノ
杭
竹
積
り
仕
候
様
ニ
と
被
仰
付
候
ニ
付
、
有
増
手
代

衆
ニ
而
積
り
申
候
留

衣
川
筋

�、し
や
か
ご
廿
五
間
半

此
竹
六
拾
三
本

但
、
壱
間
ニ
弐
本
半
宛

目
通
り
五
寸
六
寸
ノ
竹
ニ
て

此
杭
五
拾
九
本

但
、
お
く
り
三
本
打
、

か
ご
数
八
つ
有

新
川
筋
二
ヶ
所
ニ
て

�、し
か
ら
み
長
サ
五
間
、
高
一
尺
六
寸

此
竹
拾
六
本
、
目
通
り
三
寸
四
寸
、
長
サ
三
間

此
杭
廿
弐
本
、
一
間
ニ
お
く
り
四
本
打

右
之
通
、
積
り
差
上
申
候
事

亥
五
月
廿
四
日

八
郎
兵
衛

木
村
藤
介
様

き
兵
衛

東谷智・鎌谷かおる・栗生春実・郡山志保・高橋大樹・水本邦彦・山本晃子：『本堅田村諸色留帳』 (五) ……(三三)



う
す
田
溝
堀
ノ
留

�、臼
田
、
北
井
戸
、
あ
い
へ
弐
町
、
う
し
て
ハ
大
道
二
郎
左
衛

門�
北
へ

右
之
通
四
町�
出
ミ
そ
ほ
り
申
候
、

但
、
一
反�
壱
人
宛
出
、
被

(

マ
マ)

出
者
ハ
一
反
ニ
三
分
ツ
ヽ

集
、
雑
用
ニ
払
済
申
候

亥
六
月
八
日

覚

�、町
反
合
弐
拾
七
町
弐
畝
五
歩

此
分
米
四
百
拾
七
石
四
升
三
合

浜
下
々
田

�、六
町
弐
反
四
畝
廿
四
分

此
分
米
五
拾
六
石
弐
斗
三
升
二
合

分
米
合
四
百
七
拾
三
石
弐
斗
七
升
五
合

右
之
通
、
水
入
御
田
地
見
分
仕
申
候
、
当
年
ハ
不
残
植
付
申
候

所
、
其
儘
水
込
上
り
、
若
苗
ニ
而
水
下
ニ
成
申
候
故
、
殊
外
苗

い
た
ミ
候
様
ニ
相
見
へ
申
候
、
以
上

亥

庄
や
二
人

六
月
九
日

年
寄
二
人

高
田
仁
右
衛
門
様

亀
田
伝
右
衛
門
様

百
々
折

(

織)

右
衛
門
様
、
御
代
参
御
発
足
之
節
ニ
被
仰
渡
也

�、鎌
井
弥
太
夫
殿
前
役
ニ
被
仰
付
候
旨
、
木
村
藤
助
様
被
仰
渡
、

則
町
々
年
寄
為
申
聞
、
小
百
姓
へ
も
不
残
為
申
聞
候
様
ニ
と

申
付
候

亥

六
月
十
六
日

�、亥
七
月
十
三
日
ニ
八
郎
兵
衛
・
喜
兵
衛
・
徳
左
衛
門
ヘ
被
仰

付
候
ハ
、
先
月
廿
二
日
ニ
御
駕
籠
者
内
九
兵
衛
儀
欠
落
仕
候
、

御
用
金
三
両
弐
分
と
、
御
頭
木
ノ
内
権
兵
衛
殿�
口
入
之
金

弐
両
三
分
と
、
合
六
両
一
分
取
に
げ
申
候
、
自
然
当
地
な
と

へ
も
参
候
ハ
ヽ
、
搦
捕
置
可
申
由
被
仰
付
候
、
金
子
之
義
、

先
三
両
弐
分
五
六
日
ノ
内
ニ
急
度
差
上
ヶ
可
申
候
、
被
仰
付

候
事
、
請
人
野
々
内
仁
右
衛
門
・
善
平
、
兄
長
三
郎
・
仁
右

衛
門
五
人
組
忠
左
衛
門
・
清
右
衛
門
・
太
左
衛
門
・
善
兵
衛
、

右
之
者
共
へ
委
申
聞
候
事

い
七
月
十
三
日

�、御
用
所�
被
仰
付
候
ハ
、
当
月
十
日
ニ
江
戸
西
ノ
丸
ニ
而
若

君
様
御
出
生
被
為
遊
候
、
則
十
一
日
ニ
御
本
丸�
御
名
ヲ
家

千
代
様
と
御
付
被
為
遊
候
御
事
、
村
々
御
領
分
中
へ
賑
申
候

様
ニ
と
、
私
共
方�
相
触
申
候
様
ニ
と
被
仰
付
、
則
御
下
中

へ
三
通
ニ
而
相
触
申
候
事
、
目
出
度
御
義
難
申
尽
候
事

い
ノ
七
月
十
九
日
触
申
候
事

�、村
々
庄
屋
百
姓
中
男
女
之
内
、
何
千
代
と
申
名
有
之
候
ハ
ヽ
、

今
度
相
改
名
か
へ
可
申
候
、
向
後
男
女
之
名
ニ
千
代
と
申
義

無
用
ニ
可
仕
候
、
以
上

亥

亀
田
伝
右
衛
門

七
月
廿
三
日

高
田
仁
右
衛
門

本
堅
田
初
、
御
下
中
三
通
ニ
而
廻
ル

分
部
若
狭
様

(

信

政)

御
家
来
蔵
田
藤
九
郎
殿
と
申
仁
、
眼
病
気
ニ
而
貞

伴
方
ニ
宿
仕
申
候
、
以
上

八
月
朔
日

小
東
二
郎
左
衛
門

御
庄
屋
中
様

則
藤
助
殿
へ
上
ル

わ
ら
留

�、百
四
拾
束

本
堅
田

�、十
六
束

谷
口

�、十
六
束

沢

�、四
十
壱
束

普
門

�、廿
四
束

大
野

�、三
拾
弐
束

向
在
地

�、三
拾
四
束

下
在
地

右
急
御
用
ニ
而
候
間
、
廿
二
日�
ニ
御
蔵�
指
出
し
可
被
申
候
、

尤
毎
度
之
通
、
五
尺
縄
ニ
し
て
念
ヲ
入
差
出
し
可
被
申
候
、
以

上

八
月
廿
日

木
村
藤
助

田
中
文
内

右
村
々
庄
や
中

い
ノ
八
月
廿
五
日
ニ

�、亥
年
神
文
累
年
之
通
被
仰
付
、
庄
や
四
人
・
年
寄
弐
人
血
判

い
た
し
申
候
事

�、�
入
用
町
々
割
付
、
亥
八
月
廿
五
日
ニ
八
郎
兵
衛
方
ニ
而
致
、

町
々
相
触
申
候
事

覚

�、泉
州
貝
塚
住
人
大
工
伝
兵
衛
・
同
貫
兵
衛
義
、
去
年
御
断
申
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上
候
通
、
慥
成
仁
ニ
而
御
座
候
、
此
度
い
な
こ
き
と
こ
ね
申

候
ヲ
直
し
ニ
参
申
候
故
宿
仕
候
、
為
御
断
如
此
御
座
候
、
以

上

大
中
町

宝
永
四
年

二
郎
左
衛
門
印

亥
八
月
廿
五
日

伝
兵
衛
判

堅
田
御
庄
屋
中
様

勘
兵
衛
判

�、八
月
晦
日
夕
、
庄
や
両
人
ヲ
御
陣
屋
へ
藤
助
殿
、
弥
太
夫
殿

�
被
召
候
而
、
宮
之
切
仁
太
又
候
哉
参
居
候
、
兎
角
役
人
不

吟
味
故
、
左
之
通
ニ
候

[
]

急
度
内
証
ニ
而
吟
味
い
た

し
候
様
ニ
と
被
仰
付
候
、
罷
帰
、
町
彦
右
衛
門
其
外
五
人

組
・
一
門
共
寄
、
致
吟
味
候
処
、
家
ニ
取
籠
居
候
故
、
す
か

し
為
出
、
明
ル
朔
日
ニ
御
断
申
ニ
ハ
、
家
有
之
故
又
々
可
参

茂
難
斗
旨
藤
助
殿
へ
申
上
候
処
、
兎
角
願
書
ハ
追
而
之
義
、

早
々
家
禿
候
様
ニ
と
被
仰
付
候
故
、
則
日
ニ
為
禿
候
、
願
書

一
両
日
中
可
取
旨
也

�、九
月
五四�
日日��
早
田
立
見
初
ル
、
御
奉
行
仁
右
衛
門
様
・
藤
介

様
御
両
人
斗
御
出
、
残
り
之
御
衆
中
ハ
御
出
無
御
座
候
事

覚

�、祥
瑞
寺
於
境
内
ニ
、
殺
生
弥
相
慎
可
申
候
、
并�
猥
ニ
土
手
ノ

内
へ
舟
さ
し
入
塵
○

あ

○
申
義
并

く
た
等
堅
捨
申
間
敷
候
事

右
之
通
、
弥
向
後
急
度
相
慎
候
様
ニ
、
町
々
之
家
々
へ
不
残
可

申
付
候
、
別
而
野
々
内
町
、
宮
ノ
切
町
ハ
近
所
之
義
ニ
候
間
、

子
共
ニ
も
別
而
入
念
之
可
申
付
候
、
以
上

亥
九
月

庄
や

町
々
不
残
年
寄
中
へ

則
印
形
取
申
候
事

�、当
重
陽
御
礼
之
義
、
御
忌
中
ニ
候
条
、
御
家
中
へ
御
礼
申
上

候
義
、
無
用
ニ
被
仰
付
候
、
然
上
ハ
町
中
共
ニ
礼
之
義
相
止

可
被
申
候
、
以
上

亥
九
月
七
日

庄
や

町
々
不
残
触
申
候

い
九
月
七
日

�、村
々
へ
も
宿
々
へ
申
付
候
様
ニ
と
被
仰
付
、
不
残
相
触
申
候

事

覚

�、高
嶋
郡
御
検
見
、
明
後
十
六
日
ニ
罷
出
候
、
来
ル
廿
五
、
六

日
之
比
者
仕
廻
帰
り
候
間
、
近
在
村
々
御
検
見
大
通
見
分
之

願
、
又
ハ
小
検
見
願
候
共
、
如
例
年
指
出
調
置
、
廿
七
日
ニ

堅
田
へ
持
参
可
仕
候
、
以
上

亀
田
伝
右
衛
門
印

亥
七
月
十
四
日

高
田
仁
右
衛
門
印

本
堅
田
初
、
衣
川
、
千
野
村
、
谷
口
村
、

沢
村
、
中
村
、
普
門
、
大
野
、
向
在
地
、

下
在
地
、
右
村
々
庄
や
中
ま
い
る

廻
り
済
候
ハ
ヽ
返
し
可
申
候

口
上
書
之
覚

�、本
福
寺
家
来
半
兵
衛
と
申
者
、
今
堅
田
村
源
右
衛
門
と
申
者

忰
ニ
而
御
座
候
、
此
度
当
町
幽
庵
屋
敷
を
借
地
仕
、
住
宅
仕

度
旨
申
候
ニ
付
、
如
斯
御
断
申
上
候
、
宜
様
ニ
御
願
可
被
下

候
、
已
上

借
地
主

宝
永
四
年
亥
九
月

半
兵
衛
印

大
道
年
寄

勘
兵
衛
印

同
町

市
郎
兵
衛
印

本
堅
田
村

御
庄
や
中

(

抹
消)

｢

右
之
○

通

○
願
申
候

、
被
為
仰
付
被
下
候
ハ
ヽ
難
有
可
奉
存
候

庄
や
八
郎
兵
衛
印

亥
九
月
十
五
日

同

喜
兵
衛
印

高
田
仁
右
衛
門
様

亀
田
伝
右
衛
門
様｣

�、小
人
梶
助
義
、
御
奉
公
難
成
ニ
付
、
御
暇
出
、
其
替
り
出
シ

申
候
様
ニ
と
被
仰
付
、
則
沢
村
・
大
野
・
普
門
・
両
在
地
村
・

衣
川
村
へ
呼
状
遣
申
候
事

八
郎
兵
衛�

亥
九
月
十
七
日

き
兵
衛�六

ヶ
村
庄
や
中
へ

(

抹
消)

｢

右
御
願
申
上
候
通
吟
味
仕
候
処
、
慥
成
者
ニ
御
座
候
間
、
願

之
通
被
為
仰
付
被
下
候
様
奉
願
候
、
以
上

亥
九
月
十
六
日

庄
や
八
郎
兵
衛
印
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同

喜
兵
衛
印

高
田
仁
右
衛
門
様

亀
田
伝
右
衛
門
様｣

覚

�、御
下
千
野
村
彦
兵
衛
後
家
世
忰
七
兵
衛
十
三
才
之
男
子
、
当

九
月
十
日�
私
方
ニ
半
季
奉
公
ニ
抱
置
申
候

亥
九
月
十
四
日

東
宮
吉
右
衛
門

御
庄
屋
中
ま
い
る

覚

�、御
小
人
壱
人
御
用
之
由
被
仰
付
候
ニ
付
、
滋
賀
郡
近
在
之
分

相
尋
候
へ
と
も
無
之
候
、
就
夫
明
後
十
九
日
ニ
村
々
庄
や
中

当
村
へ
相
閊
、
鬮
取
ニ
而
茂
致
出
シ
申
筈
ニ
御
座
候
、
其
元

ニ
若
相
応
之
奉
公
人
候
ハ
ヽ
、
給
金
ハ
只
今�
来
子
ノ
三
月

�
ニ
壱
両
壱
分
可
出
候
間
、
御
肝
煎
御
出
シ
可
被
成
候
、
万

一
無
御
座
候
ハ
ヽ
、
六
ヶ
村
庄
や
中
相
談
被
成
鬮
取
ニ
、
壱

人
庄
や
衆
当
村
へ
御
越
可
被
成
候
、
以
上

八
郎
兵
衛

亥
九
月
十
七
日

き
兵
衛

�
川
六
ヶ
村
庄
や
中

比
良
・
小
松
村
へ
も
遣
し
申
候
事

�、石
原
清
左
衛
門
様
御
儀
、
九
月
十
八
日
ニ
木
浜
村�
当
村
へ

御
渡
り
、
夫�
仰
木
村
へ
御
越
被
成
候
、
則
監
物
様

(

朽
木
定
朝)

へ
茂
兵

衛�
申
上
く
れ
候
様
ニ
と
御
申
付
、
早
速
申
上
候
処
ニ
と
か

く
も
留
主
候
間
、
弥
大
夫
殿
へ
申
入
、
宜
様
ニ
可
仕
候
と
被

仰
候
共
、
則
御
陣
や
へ
参
候
処
ニ
、
夜
前
ニ
弥
大
夫
殿
大
津

へ
米
ウ
リ
ニ
御
越
被
成
候
ニ
付
、
又
々
直
ニ
織
右
衛
門
様
へ

申
上
候
、
俄
之
事
何
共
難
被
成
思
召
候
へ
共
、
先
々
監
物
様

へ
御
相
談
之
上
、
い
か
様
共
可
被
成
候
と
被
仰
候
、
折
節
清

左
衛
門
様
茂
木
浜
村�
遅
御
越
被
成
、
織
右
衛
門
様
も
首
尾

能
御�
被
成
候
事
、
我
々
共
も
首
尾
よ
く
相
勤
相
済
申
候
、

又
十
九
日
早
朝�
御
帰
り
被
成
候
由
承
知
仕
、
則
茂
右
衛
門

へ
町
々
掃
除
申
付
候
、
又
々
織
右
衛
門
様
ニ
も
野
々
内
忠
右

衛
門
門
ニ
而
、
首
尾
克
御�
被
成
候
事
、
我
等
々
ハ
御
陣
屋

ノ
橋
爪
ニ
而
御
付�
付
之
衆
御
出
、
首
尾
克
清
左
衛
門
様
へ
御

目
見
へ
仕
候
事

九
月
十
九
日

覚

亥九
月
廿
八
日
ニ

�、弥
大
夫
殿�
喜
兵
衛
呼
ニ
被
遣
被
仰
渡
候
者
、
大
橋
ノ
上
ニ

頃
日
た
は
こ
か
ら
干
置
申
候
、
諸
人
殊
外
行
合
ニ
迷
惑
致
候

ニ�
、
取
申
様
ニ
近
所
ノ
者
共
へ
申
渡
候
、
然
所
ニ
又
々
夜

前
あ
つ
き
が
ら
干
置
申
候
、
殊
外
猥
ヶ
間
敷
候
間
、
向
後
橋

ノ
上
ニ
ほ
し
物
色
々
不
仕
候
様
ニ
、
急
度
御
申
渡
シ
可
有
之

事
同
断

�、頃
日
町
々
ニ
而
ひ
な
わ
ニ
火
ヲ
付
、
又
ハ
た
は
こ
ヲ
の
ミ

く
町
中
ヲ
あ
る
き
申
候
、
不
用
心
ノ
至
ニ
候
、
殊
ニ
収
納

ノ
砌
ニ
候
間
、
必
左
様
□
猥
ヶ
間
敷
儀
不
仕
候
様
ニ
御
申
付

可
有
之
事

同
断

�、城
屋
敷
与
兵
衛
・
仁
右
衛
門
・
伝
兵
衛
・
二
郎
左
衛
門
、
此

四
軒
へ
諸
事
御
荷
物
な
と
舟�
上
ヶ
候
ハ
ヽ
、
早
速
送
り
状

拝
見
ヲ
致
、
当
所
ヲ
舟
頭
ニ
お
す
へ
、
荷
物
滞
不
申
様
ニ
可

仕
候
、
時
々

[
]

荷
物
滞
申
候
間
、
必
左
様
之
不
届
無

之
様
可
仕
候
由
、
急
度
御
申
し
候
可
有
之
と
被
仰
付
候
事

�、文
内
様�
呼
ニ
被
下
被
仰
付
候
ハ
、
明
後
朔
日��々
ノ
番

可
仕
候
事
、
尤
番
部
や
破
損
之
所
、
能
繕
可
申
候
事
被
仰
付

候
事亥

九
月
廿
八
日

亥
十
月
ニ

文
内
様
へ
わ
ら
ノ
書
上
ケ

酉
ノ
四
月
十
二
日

酉
ノ
十
二
月
廿
二
日�
廿
八
日�

�、米
わ
ら
廿
五
束�、米
わ
ら
十
九
束
、
是
ハ
常
ノ
束
ニ

酉
閏
四
月
十
四
日

て
公
儀
へ
ハ
三
束
壱
束
ニ
い
た
し
、

�、米
わ
ら
十
束

六
束
と
書
上
ケ

申
候
事

酉
同
廿
九
日

�、同
十
束

酉
五
月
九
日

�、同
十
束

酉
十
月
廿
五
日

�、同
十
五
束

酉
同
廿
六
日

�、同
三
十
束

酉
同
廿
七
日

�、同
十
束

い
ノ

九
月
四
日
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亥
ノ
八
月
廿
日
ニ
五
尺
な
わ
ニ
て

�、米
わ
ら
三
百
三
束

内

百
四
十
束

堅
田

十
六
束

谷
口

十
六
束

沢

四
十
一
束

ふ
も
ん

廿
四
束

大
の

三
十
二
束

向
在
地

三
十
四
束

下
在
地



�、小
麦
わ
ら
五
十
三
束

い
ノ
九
月
廿
二
日

�、百
五
十
八
束

米
わ
ら
御
蔵
ノ
屋
ね
ノ
用
也

わ
ら
惣
数
〆
六
百
三
十
束
、
内
五
十
三
束
小
麦

わ
ら
也

右
何
茂
五
尺
な
わ
に
て
御
座
候
、
以
上

亥
九
月
廿
九
日

庄
や
八
郎
兵
衛

田
中
文
内
様

き
兵
衛

木
村
藤
介
様

覚

�、来
ル
三
日�
御
検
見
ニ
御
越
ニ
候
間
、
村
々
被
得
其
意
、
内

見
帳
面
等
先
達
而
被
仰
付
候
通
、
指
上
可
申
候
、
三
日
中
村
・

谷
口
・
沢
村
御
見
分
候
間
、
普
門
村
泊
リ
ニ
候
、
宿
五
軒
可

被
申
付
候
、
四
日
普
門
村
・
大
野
村
御
検
分
候
而
、
下
在
地

村
泊
り
ニ
候
、
右
之
通
御
宿
可
被
申
付
候
、
五
日
下
在
地
村
・

向
在
地
村
御
見
分
ニ
而
、
向
在
地
村
御
泊
り
ニ
候
、
御
宿
可

被
申
付
候
、
六
日
千
野
村
へ
御
越
直
ニ
田
場
へ
御
見
分
候
間
、

早
朝�
例
の
こ
と
く
人
足
召
連
、
下
仰
木
村�
御
出
、
迎
可

被
申
候
、
千
野
村
ニ
御
一
宿
候
而
、
翌
日
七
日
衣
川
村
へ
御

越
ニ
候
、
七
日
衣
川
村
へ
御
越
ニ
候
間
、
人
足
用
意[

]

道�
御
出
迎
可
被
申
候
、
以
上

右
之
外
昼
食
、
三
日
沢
村
、
四
日
大
野
村
、
五
日
向
在
地
村
、

六
日
千
野
村
、
七
日
衣
川
村

右
御
迎
人
足
、
十
月
三
日
六
ツ
半
ニ
谷
口
村
御
迎
ニ
参
候
、
御

廻
状
出
申
候

亥
十
月
朔
日

木
村
藤
助

田
中
文
内

右
村
々
庄
や
中

亥
十
月
三
日
朝
谷
口
村�
御
迎
人
足
覚

�、か
こ
人
足

壱
丁
分

�、は
さ
ミ
箱
持

壱
人

大
嶋
玄
蕃
様
へ

�、荷
物
持

壱
人

�、右
同
断

有
坂
政
右
衛
門
様
へ

�、右
同
断

高
田
仁
右
衛
門
様
へ

�、右
同
断

亀
田
伝
右
衛
門
様
へ

�、か
こ
弐
丁
分

両
人
ノ
御
手
代
衆
へ

�、荷
物

弐
人

�、歩
棹
持

壱
人

右
之
通
村
々
被
得
其
意
、
相
違
無
之
様
ニ
可
被
申
付
候
、
尤
谷

口
村�
迎
人
足
い
た
し
越
可
申
候
、
三
日
六
ツ
半
ニ
御
出
ニ
候
、

以
上

十
月
朔
日

木
村
藤
介

田
中
文
内

右
村
々
庄
や
中

�、当
村
奥
検
見
十
月
八
日�
初

�、御
検
分
先
ニ
而
北
東
切
喜
兵
衛
不
調
法
い
た
し
、
い
ま
し
め
、

夜
ニ
て
候
ハ
ヽ
、
其
晩
御
免
被
仰
付

十
月
十
二
日
也

�、地
震
ニ
付
、
火
の
用
心
前
々�
申
付
候
へ
と
も
、
又
被
改
、

町
々
急
□
不
残
寄
、
浦
屋
橋
家�
不
残
壱
軒

く
水
樋
寄
置
、

食
事
火
の
用
心
い
た
し
候
様
ニ
と
申
付
、
并
夜
番
油
断
不
仕
、

暮
六
つ�
朝
鳥
ノ
鳴
切�
明
ケ
不
申
相
勤
候
様
ニ
と
申
付
候
、

尤
年
寄
不
残
寄
候
内
、
西
宮
五
郎
兵
衛
・
彦
右
衛
門
、
と
川

勘
左
衛
門
不
見
候
故
、
帰
り
ニ
五
郎
兵
衛
へ
庄
や
両
人
立
寄
、

委
細
申
付
、
彦
右
衛
門
へ
も
申
聞
候
様
ニ
と
申
付
、
勘
左
衛

門
方
ヘ
ハ
会
役
二
郎
兵
衛
ニ
□
申
為
聞
、
固
事
ニ
而
町
ノ
吟

味
い
た
し
候
様
ニ
と
申
付
也

亥
十
月
十
三
日
夕

�、弥
大
夫
殿�
被
仰
渡
候
ハ
、
十
月
九
日
明
十
日
朝
番
人
は
や

く
帰
り
申
候
、
吟
味
可
仕
候
と
被
仰
付
候
事

九
日
朝

宮
ノ
切
町

作
十
郎
や
と
ひ
宮
ノ
六
兵
衛

九
日
朝

野
々
内
町

桶
や
孫
右
衛
門
や
と
ひ
利
左
衛

門

十
日
朝

中
村

た
い
こ
以
後
帰
ル
、

与
惣
右
衛
門

十
日
朝

大
道

た
い
こ
以
後
帰
ル
、

い
と
う
久
助

右
之
者
共
被
仰
付
義
可
有
之
間
、
他
所
へ
不
参
様
ニ
可
申
付
様

ニ
と
、
弥
大
夫
殿�
被
仰
渡
候
事

亥
十
月
十
六
日
改

�、蔵
番
両
人
ノ
内
、
吉
蔵
義
朝
早
く
帰
り
候
由
、
依
之
向
後
吉

蔵
無
用
ニ
申
付
ル
也

�、十
月
十
六
日
夜�
清
兵
衛
兄
壱
人
と
し
て
蔵
番
可
相
勤
由
申

付
ル
事

五
郎
兵
衛
、
吉
右
衛
門
へ
申
付
候
事

�、当
四
月
朔
日�
九
月
晦
日�
之
人
足
帳
、
或
ハ
引
替
物
等
御

座
候
ハ
ヽ
、
例
年
之
通
、
帳
面
御
認
、
当
月
廿
二
日�
ニ
当

地
宿
々�
御
差
越
可
被
成
候
、
尤
立
会
割
符
之
時�
節�
ハ�
重�
而�
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可�
申�
進�
候�
、
以�
上�
、
義
ハ
追
付
御
下
札
出
申
時
分
ニ
可
致
候

間
左
様
ニ
御
心
得
可
被
成
候
、
以
上

亥
十
月
十
七
日

本
堅
田庄

や
八
郎
兵
衛

き
兵
衛

廿
八
ヶ
村
へ
三
通
ニ
て
廻
ス

覚

中
縄
五
十
た
く
り
ヲ
壱
把
ニ
し
て

�、廿
五
わ

本
堅
田�、拾
把

谷
口

�、拾
把

沢
村�、弐
拾
把

普
門

�、十
五
把

向
在
地�、拾
把

大
野

�、拾
把

下
在
地

〆
百
把

右
之
通
、
当
月
廿
四
日�
ニ
無
滞
差
越
、
百
々
織
右
衛
門
方
へ

相
渡
し
可
被
申
候
、
以
上

十
月
十
七
日

木
村
藤
助

田
中
文
内

右
村
々
庄
屋
中

定

�、大
工
作
料
之
義
、
去
ル
比
壱
匁
八
分
宛
願
候
ニ
付
、
組
頭
・

年
寄
立
会
之
節
致
相
談
候
処
、
諸
方
共
ニ
作
料
上
り
不
申
候

由
及
承
候
、
然
上
ハ
当
村
ノ
義
、
壱
匁
八
分
と
申
義
迷
惑
ニ

候
間
、
壱
匁
六
分�
ニ
御
申
渡
可
被
下
候
、
其
儀
大
工
中�

不
同
心
ニ
候
ハ
ヽ
、
向
後
当
村
大
工
頼
申
間
敷
候
、
其
通
り

大
工
中
御
申
渡
可
被
下
候
、
以
上

亥
十
月
晦
日

組
頭

五
兵
衛

年
寄勘

兵
衛

同
一
郎
兵
衛

同
次
郎
左
衛
門

同
又
十
郎

同
五
郎
右
衛
門

同
九
右
衛
門

同
甚
右
衛
門

同
次
郎
左
衛
門

同
与
左
衛
門

同
吉
右
衛
門

同
五
郎
兵
衛

同
善
右
衛
門

年
寄伊

兵
衛

組
頭

安
兵
衛

同
断作

右
衛
門

同
断孫

左
衛
門

野
々
内
年
寄

徳
左
衛
門

同
助
右
衛
門

同
清
六

同
次
郎
兵
衛

同
孫
左
衛
門

と
川
同

勘
左
衛
門

覚

�、伝
右
衛
門
様
御
加
役
之
義
ニ
付
、
弥
諸
事
相
慎
申
様
ニ
と
、

御
手
代
衆�
被
仰
付
、
則
町
々
年
寄
会
合
ヲ
立
委
細
ニ
■
申

渡
、
町
々
小
百
姓
ヘ
不
残
被
申
聞
候
様
ニ
と
申
付
候
事
、
以

上
亥
十
月
晦
日
夕

口
上
之
覚

�、儀
兵
衛
義
当
春
致
乱
気
候
、
其
節
江
戸
普
妙
寺
方
へ
義
兵
衛

�
書
状
遣
之
候
ニ
付
、
昨
十
六
日
九
郎
衛
門
・
善
兵
衛
并
一
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門
共
、
年
寄
被
召
出
、
右
書
状
遣
し
候
義
存
候
哉
と
御
尋
被

為
遊
候
、
私
共
へ
右
之
書
状
指
下
候
義
何
之
相
談
も
無
御
座
、

曽
以
不
奉
存
候
、
安
兵
衛
義
ハ
当
月
十
五
日
御
手
代
衆
様
方

へ
口
上
書
指
上
候
節
、
善
兵
衛
始
而
申
聞
承
知
仕
申
候
、
孫

左
衛
門
義
ハ
当
春
書
状
指
下
候
以
後
、
善
兵
衛
申
聞
承
知
仕

候
、
然
所
当
月
十
五
日
九
郎
衛
門
・
善
兵
衛
指
上
候
口
上
書

ニ
私
共
義
も
加
印
仕
候
ニ
付
、
昨
十
六
日
被
召
出
候
節
、
存

候
哉
と
御
尋
被
為
遊
候
、
其
節
私
共
へ
ハ
知
ら
セ
不
申
候
段
、

善
兵
衛
言
上
仕
候
通
ニ
曽
而
不
奉
存
候
、
然
共
十
五
日
ニ
差

上
候
口
上
書
ニ
私
共
義
も
加
印
仕
候
得
ハ
、
兼
而
内
証
存
候

様
ニ
相
聞
迷
惑
至
極
、
不
調
法
之
仕
合
ニ
奉
存
候
、
依
之
乍

御
断
書
指
上
申
候
、
以
上

宝
永
四
年
亥
十
月
十
七
日

安
兵
衛

孫
左
衛
門

田
中
文
内
様

木
村
藤
助
様

覚

柘
植
平
右
衛
門
様

(

兄

正)

御
内

堀
田
大
学

(

一
平)

内

�、太
田
文
右
衛
門
様
へ
御
状
箱
壱
通

摂
州
吹
田
村
ニ
而

大
嶋
玄
蕃
様

望
月
監
物
様�有

坂
政
右
衛
門
様

銀

亥
ノ
十
一
月
二
日
包

�、弐
百
七
拾
九
匁
六
分

壱
包

改

清
六

亥
十
一
月
二
日
包

�、銀
弐
百
壱
匁
六
厘

改

清
六

�、藤
木
重
左
衛
門
様
へ
書
状
一
通

吉
崎
彦
四
郎�

右
之
通
小
野
村
重
左
衛
門
方
へ
遣
候
様
ニ
と
御
用
所�
被
仰
付
、

則
年
寄
徳
左
衛
門
へ
為
持
遣
し
申
候

亥
十
一
月
二
日
ニ
、
野
々
内
徳
左
衛
門
ニ
為
持
遣
申
候
事

則
請
取
参
、
御
手
代
藤
介
様
へ
有
坂
政
右
衛
門
様
方
ニ
御

座
候
故
、
則
相
渡
シ
申
候
、
是
ニ
て
能
御
座
候
と

被
仰

候
事亥

十
一
月
二
日
夜

�、霜
月
六
日
ニ
弥
大
夫
殿
大
津�
御
帰
り
被
成
候
、
米
ね
た
ん

ノ
義
高
嶋
一
斗
五
升
二
、
三
合
、
志
賀
大
つ
ふ
一
斗
四
升
五
、

六
合
位
と
被
仰
候
事

野
々
内
町
仁
左
衛
門
持
高

野
々
内
丁

�、屋
敷

一
所
九
歩

分
米
四
升
二
合

徳
行

�、上
田

壱
反
壱
畝
歩

分
米
一
石
七
斗
六
升

大
池

�、上
田

七
畝
廿
一
歩

分
米
一
石
弐
斗
三
升
弐
合

河
原
た

�、上
田

壱
畝
壱
歩

分
米
一
斗
六
升
五
合

谷
ノ
口

�、下
田

廿
四
歩

分
米
壱
斗
四
合

中
山

�、上
畑

廿
歩

分
米
六
升
七
合

北
山

�、下
畑

壱
畝
壱
歩

分
米
六
升
弐
合

分
米
〆
三
石
四
斗
三
升
弐
合

右
之
通
高
所
持
仕
居
申
候
処
ニ
、
当
七
月
御
取
替
金
三
両
弐
分

指
上
候
節
、
一
家
并
町
内
ノ
年
寄
加
判
仕
、
右
之
田
地
不
残
質

物
ニ
入
、
借
用
仕
差
上
申
候
、
此
外
家
督
一
円
無
御
座
候
、
以

上

本
堅
田
庄
や

亥
十
一
月
六
日

八
郎
兵
衛
印

喜
兵
衛
印

十
一
月
十
八
日
御
用
所�
御
極
被
下
候

亥
年
先
納
直
段

二
表
半

石
五
升
廻
シ
ニ�

七
拾
目
弐
分
六
厘
弐
毛
か
へ

志
賀
郡

金
ニ
而
拾
匁
ニ
一
斗
四
升
三
合
七
勺
か
へ
ニ
被
仰
付
候

銀
ニ
而
拾
匁
ニ
一
斗
四
升
九
合
四
勺
四
才
か
へ
ニ
被
仰
付
候

金
相
場

亥
十
月
十
五
日�
霜
月
十
五
日�
平
均

五
拾
五
匁
七
分
六
厘
九
毛
か
へ
ニ
被

仰
付
候

南
高
嶋

金
ニ
而
一
斗
四
升
七
合
六
勺
七
才
か
へ

銀
ニ
而
一
斗
五
升
三
合
五
勺
七
才
か
へ

北
高
嶋

金
ニ
て
一
斗
五
升
壱
合
九
勺
か
へ

銀
ニ
て
一
斗
五
升
六
合
一
勺
九
才
か
へ

亥
十
一
月
十
八
日
ニ
被
仰
付
候
事

十
一
月
廿
日�
廿
五
日�
平
均
直
段

本
堅
田

壱
斗
四
升

谷
口

壱
斗
四
升

千
野
村

壱
斗
四
升

衣
川

一
斗
三
升
九
合
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普
門
大
野
村

壱
斗
四
升
壱
合

両
在
地

沢
村

壱
斗
四
升
弐
合

右
之
通
伝
右
衛
門
様�
九
右
衛
門
被
仰
付
候

十
一
月
廿
七
日
ニ
残
銀
可
差
上
由
被
仰
付
候

乍
恐
口
上
書
ヲ
以
御
願
申
上
候

�、定
使
茂
右
衛
門
居
屋
敷
之
義
、
只
今�
ハ
外
輪
町
市
兵
衛
屋

敷
借
用
居
住
仕
罷
在
候
、
然
所
ニ
勝
手
悪
敷
御
座
候
ニ
付
、

私
町
ニ
御
座
候
持
屋
敷
之
内
、
借
り
家
建
申
度
願
申
候
ニ
付
、

御
断
如
此
ニ
御
座
候
、
以
上

亥
十
二
月
一
日

東
宮
町茂

兵
衛

本
堅
田
庄
屋
中

右
願
書
之
通
相
違
無
御
座
、
御
願
申
上
候
通
被
為
仰
付
被
下
候

ハ
ヽ
、
忝
可
奉
存
候
、
以
上喜

■

(

兵)

衛
印

八
■
■

(

郎

兵)

衛
印

外
三
合
余
処
遣
ス

�、御
納
米
八
升
四
合

下
仰
木
村
へ

尾
崎
池
年
貢
ノ
内
へ
遣
ス

亥
十
二
月
十
七
日

使
参
則
半
米
遣
候

八
郎
兵
衛�
立
申
候

覚

是
ハ
両
在
地

両
在
地
へ

�、御
餝
松

三
餝

長
サ
弐
間

�、同
中
松

拾
餝

高
一
間
半
余

壱
丈
余
り

内
四
餝
ハ
両
在
地
へ

六
餝
ハ
谷
口
へ

御
年
徳
店
何
や
か
や

�、三
階

小
松
六
本

女
男
松
取
合

高
三
尺
余
り
成
ヲ

去
年
ノ
通
■

(

衣)

川
へ

御
具
足
ノ
餝

�、三
階
ノ
小
松

弐
本

同
断
衣
川
へ

高
サ
三
尺
四
、
五
寸
斗

�、三
階
ノ
小
松

四
本

同
断
衣
川
へ

高
サ
三
尺
余
り

衣
川
へ

�、根
引
小
松

廿
五
本

男
女
取
合

長
サ
六
、
七
寸�
壱
尺�

衣
川
へ

�、松
杭

弐
拾
本

長
壱
間
余
り

末
口
弐
寸
三
分
斗

�、葉
付
竹

五
拾
七
本

谷
■

(

口)

へ

内
三
寸
四
寸
五
十
本

■
■
廻
り
七
本

�、ほ
な
か

弐
俵

両
在
地
へ

�、ゆ
つ
り
葉

弐
俵�
川
へ

�、や
ふ
か
う
し

壱
把

谷
口
へ

〆

右
例
年
之
通
当
月
廿
七
日�
御
越
可
有
候
、
以
上

十
二
月
■
■
■

両
庄
屋

村
々
中

今
度
平
井
太
右
衛
門
殿
物
頭
御
役
被
仰
付
候
、
太
右
衛
門
殿
跡

御
役
亀
田
伝
衛
門
殿
へ
被
仰
付
候
、
村
々
可
被
存
其
意
候
、
右

為
御
祝
義
村
々�
被
参
候
義
年
内
無
余
日
候
間
、
正
月
御
年
礼

ニ
参
上
之
節
ニ
可
被
相
勤
候
、
以
上

極
月
廿
六
日

御
手
代

[
]

村
々
不
残

口
□

書
ヲ
以
御
願
申
上
候

�、私
叔
母
ま
あ
と
申
者
只
今�
■

(

京)

都
下
立
売
日
暮
西
へ
入
町
玄

宿
借
屋
ニ
罷
有
候
処
、
夫
嘉
兵
衛
相
果
申
、
其
上
年
罷
寄
渡

世
難
成
御
座
候
間
、
私
方
へ
参
度
由
申
候
ニ
付
、
引
取
申
度

奉
存
、
御
願
申
上
候
、
以
上

亥�
十�
二�
月�
□
□
□
日�小東

町

長
三
郎

亥

同
年
寄

次
郎
左
衛
門

十
二
月
廿
一
日

本
堅
田
村

御
庄
屋
中
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五
階

女
松

男
松

取
合


